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A total of 120 cases of head injuries of women with menstruation, ranging 
in age between full 16 and 50 years, under treatment at the Osaka Red Cross 
Hospital for the period of 10 years from January, 1947 to June, 1956, were 
examined and the influences on their menstruation of these injuries was clarifa~d 
in 87 out of these cases. 
Of them, 24 cases, corresponding to 27.5%, complained of an influence on 

menstruation. They comprised all ranges of ages. While it was not related to the 
frequency of the occurrence of the complaint as classified into ages, it was observed 
that more women near their menopause were discovered to more sensitive in 
having their function of menstruation affected by such injuries. 
Again, it was observed that the more serious the head injuries were, the more 

frequent the occurrence of such influence grew, while the number of the cases of 
such influence was the biggest in the C加eof injuries suffered on the temporal 
part, followed by the parietal part, the occipi旬lpart and the frontal part, in the 
order mentioned. Of these 24 cases, only 14 were hospital patients, this indicating 
that women with disturbed menstruation were not necessarilv those of serious 
cases, who had to be hospitalized. 
In 6 cases, menstruation failed in frequency (oligomenorrhoea), in another 6 

cases it was behind the scheduled time while another 3 cases complained of the 
irregularity of menstruation, 9 cases of them suffering from the extremely small 
quantity of menstruation (hypomenorrhoea). It was also found that 6 cases suffered 
from amenor・rhoea,2 from over much quantity of menstruation (hypermenorrhoea) 
while another complained of an imminent abortion. 



15f8 日本外科宝函第27巻第6号

Neuralgic symptom were complained by a total of 27 patients (12.6%-31.0%), 

including 11 more serious cases. Of them, 13 women compained of a simultaneous 

anomaly of menstruation, while 1 woman (1.15%) had a traumatic epilepsy. 

These results were contrasted with ・ 100 cases of women with ordinary injuries, 

particularly with injuries on their extremities, who, on examination, were found 

to include none who complained of a sustained anomaly of menstruation. 

成人女子の頭部外傷が，性周期，

即ち月経に対して如何に影響する

か，特に初潮以来順調に月経のあっ

た女子p 妊婦，叉更年期に入らんと

せる婦人に於て，頭部外傷が月経に

如何様に変化を与えるか，本研究は ‘ 
此の点に関する調査である．

対象は大阪赤十字病院に於ける外

来入院患者を含めて昭和22年1月よ

り昭和31年6月迄の過去10ヵ年間の

一般外傷患者5695名中， 頭部外傷総

数1138名，その中成人女子（満16才

より満50才迄〕， 126名に就いてであ

る．満16才以上としたのはp 初潮以

来大体月経が順調に成った年令をと

ったのである．勿論満i4才や15才で
も初潮を見たものがある筈であ：：$

が，それは対象にしなかった．叉更年期以後の婦人を

除外する意味に於て満50才迄とした．

頭部外傷に於ける男・女・小児の比率は過去10ヵ年

間でほ表1の如くである．此処で小児とは男女区別な

表 1

男 I670名 I58.9% 
1138名｜女 I163名 Il・l.3% 
下円高一円示%
Yu 

表2 頭部外傷婦人 （年令別表）
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く満16才以下としP 女は満16才以上50才迄の126名に

51才より84才迄の37名を加え 163名とする．即ち男・

女・小児の比はJ 59 : 14 : 27で女子の頭部外傷は少

い．扱て 126名の調査で判明したのであるがp その中

既に受傷前より更年期に入り無月経であった者6名あ

り之を除外して結局120］：：＂，に此いて記載する．

受傷状況に関する統計

1) 全体（120名）として見た統計

此の120名の全頭部外傷数に対する率はp 10.6＿%でP

全女子に対する率は， 13.6＇.？.？である． 之を先づ年令Jlll

に見ると表2の如くであり＇ 16才18才23才26才28才35

才38才42才47才と大なり小なり高い山を見るが，例数

が少いので特別な意味はつけられないー次ぎに荒木教

授の病型分類法に依りF 第I型（単純型），第E型（脳

震塗型），第E型（脳挫傷型），第N型（頭蓋内出血型），

に分類しP 且受傷部位別に分類すれば表3の如くであ

る.lWちいづれの型にmいても後頭部・側頭部の受傷
例が多少多い様に思われる．

2) 入院患者に就いての統計

120名の中入院患者は41名34.2%あり，之を年令別に

示せば表2の如くでありp 入院患者もその年令発生頻

度は全体のそれと殆ど同じ様な波を呈する．受傷程度

では第四.IV重症型は全例共λ院しているが，第I~JI. 

は10.8%で少し第］［型は 53.5%で半数が入院してい

る．（表3参照）以上受傷状況に閲する統計を念頭に置

いて以下の調査成縦を考察する必要がある．

月経に変化を来した例
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表3 頭部外傷婦人p 病型分類別・受傷部制使 ｛念院~ 1~~~ 

病J.wl一一一「 I I II I Ii ｜部位別
傷部位 ＼ ご｜削坐｜第H型｜第四型｜第W型 l計（全体）！発生率！｜計〈入院）｜入院議

顔面部｜ 10 I ふ｜ I ！｜凶 I10% !I cz)1; I町%
前頭部門r-1 ふ｜ ふ（ ｜｜略｜山%｜｜ （り名 I31.90; 
側頭部 1g) l~~~－~l~I -II~－下ム｜ ο5）名｜附

頭頂部 I~~） l_ch __ I __  I陥 I13.3勾〕巴己乙
後頭部｜ 払｜ 広｜ ふ！ ふ 11 40名 I33.3% II c凶名い0%
計五「片言て言i=;,=I「 Z「弓間－「「一一一一
発生率 ｜ 54.2劣｜ 37.切 ｜ 6叫 1叫 ii 

計（入院） ｜ 川名 I cz拍 ゆ名［ ω名 (41〕名

型別入院率 「w.sクオ53-5%「100%-i loo961 
表4 月平子に変化を来した婦人p 受傷時年令別表 24名
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1) 全体的に見た統計

扱て上述の 120名の中再三の通信其の他で月経状態

の判明したものは87~，あり以外は尚不明である．依っ

て以後の統計は87名を全体として見る．その中兎に角

く何等かの形に於いて月経に異常を来した者は24名

で，之の全体87名に対する率は27.5%である．先づ之

を受傷時年令別に見ると表4でありp 有経期全期に亘

り散発して見られる．叉周年令受傷者よりの率を見る

と， 40才以上の高年令者即ち更年期に近い婦人の頭部

外傷は月経に変化が来し易い嫌であり特に47才以上で

は全例に変化を見ている．此処で興味あるオムは，表2

と見比べて見ると， 16才18才23才26才28才35才といづ

れも高い波を示している年令に於いては l名も月経に

変化を来した例を見ていないー

此の事は如何様に解釈してよいものか不明である．

但し， 40才前後より以後は頭部外傷は鋭敏に月経に変

化を与え得る結果と成っている．次に病型分類別に見

ると表5である..f:.!Pち第I型 5名第B'!l5名第E型4

名で第W型は月経変化者を見なし、が之は例数ポ少いの

でなんとも云えない．此の中第 IP\~は受傷者数も多く

月経に変化を来した(GrjれもJ（；（も多いー

之を全体87f＇，に対する各病型別の夫マの変化率を見

ると，第I型 11.6°0沼 E型51.7%第E型80%で第I型
では当然変化率が少いが決して絶無ではない． 次に交

傷部f立を各病型別に分類すれば同じく表5である．之

を全体87名の各々の受傷部位別の変化率を見るとP 側

頭部10名34.5仏 後頭部7名31.～1o；，頭頂部4名33.3

o；， 前頭部3名1s.1°.；でありffi111]j;';f,交f'Vj剖こは 1名も
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究よ~I 第 I 型 1 第 E 型｜第 E 型 I ~ w ~ llH（~｛吋｜計（吋者）

（その入隣） I ω名 ！ の名 I 5 下（O）名－1 II 

月経変化者はなくp 側頭部後頭部受傷者に多い様であ

る．叉側頭部は数の点から見ても叉受傷部位別の変化

率の点からしても最も高い価を示している．

2〕 入院患者に就いての統計

扱て此の月経変化者24名の中入院していた者は14名

あり之を病型別・受傷部位別に表に示せば同じく表5

（）内である．之を全変化者24名に対し各病型別入院

率を見ると，第 I型3名60°~，第 E型 7名 46.7払第

E型4名 100%であり，此の事実は月経に変化を来し
た者が入院を要する如き重症者に限らない事を示すも

のと解すべきである．受傷部位では側頭部7名頭頂部

3名後頭部3名前頭部l名で，側頭部受傷者入院者が

一番多い．

3) 細分類

i'Jlて月経の変化は個々婦人に依り大体一定はしてい
るものの又各々には非常に臭った面がある．その周期

・持続日数・量・ 分~物の性状・月経時の局所～全身

症状の有無i隆重と云う様に．又月経異常にしても無月

経・稀発月経・頻発月経・過少月経・過多月経・月経

困難症・早発月経・遅発月経・不正子宮出血等と分類

されている．此処で早発月経遅発月経は調査の対象に

ならないが稀発月経に過多月経ーが加っていたり，いづ

れを主として分類して行って良いのか，月経の性状の

繁緩さに少々途惑いする．其処で以下は月経に変化を

来した婦人24名の中同じ様な変化例をいくつかの群に

組めた上個々症例を凡て記載した．尚之等月経異常は

少〈共1年以上持続し現在に至ってい忍ものである．

又年令は受傷時年令である．

(l) 稀発月経

之は6名あり2～3ヵ月に一度或いは半年に一度位し

か月経を来さなく成ったと云う例である．

① F7.17才p 第E型，後頭部一一昭和22年7月30

日学校で後頭部を水道管で強打p 一時意識i箇濁安
静せるも舷fまあり来院p 神経症状（ー），注射・投
薬帰宅．

頭痛が時々あり気短に成り鉢は痩型で肥らぬp 食

慾不振の事多い．月経は今迄少しづ〉早自にあっ

たものが2～3ヵ月に一度位に成り量も少い．月経

痛は少い．（孫発・過少月経〉

② F48. 34才，第I型p 後頭部一一昭和26年 8月

7日暑さまけしたのかふらつとして倒れ後頭部を

打ち栂指頭大血撞を作る．血腫は旬日にして消退

す．

以後頭痛持ちと成る．痩せる．食慾不振．月経殆

どなく半年に一度位．妊娠しない．（稀発月経）

③ F89. 22才p 第E型，前頭部一一昭和29年 3月

19日日屯車よりホームに落下前頭部附没骨折を来

し；意識消失入院，神経症状（ー〉

頭痛なし，気短に成らず，食慾良好．

月経は思い出した様に数ヵ月～半年に一度位．

（稀発月経〉

④ F93. 40才，第E型，後頭fill－昭和29年 6月
24日ポインター荷台より疾走中p 転落，後頭部を

強打，意ー識消失約10分自医吐・絃！最あり安静に依り

軽快す．

頭痛くー）月経2～3ヵ月に一度稀，量少し． （稀発

・過少月経〉

③ F97. 37才，第I型，後頭部一一ae和30年 7月
31日タクシー乗車疾走中，安全地帯干に乗上げ転

倒，後頭部を打ち入院，約2時間後より頭痛・隊
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：量あり腰権穿刺にて血性圧l80mm/H20左下目主機

能障害あるも退院時消退p 以後神経症状（ー）．

頭痛騒々あり．月経ff)；，あれば量が多く長いp

（孫発・過多月経）

⑥ FJ07. 40才，第I型，側頭部一一昭和30年12月

24日，通行中ポインターにはねられ右側頭部を打

ち一瞬ふっとしたが意識消失なし直に入院，神経

症状（ー）， 3日後退院．

月経は始め規則正しく量も多い方であったが受傷

後は殆どなく今迄に2～3図，量も少く更年期か

とも想われる．（挑発・過少月経）

以上稀発月給には過少月経を伴う事が多く 6名の中

3名がそれであるが， 1名は稀発・過多月経であり 2

名は孫発月経のみである．此の6名の全変化者24名に

対する率は25%であり病型別では第I型3名p 第E型
3名で，受傷部位別では後頭部4名，側頭部1名p 前

頭部1名である．又6名の中3名は入院患者である．

llI) 月経の遅れる例

稀発月経と迄は行かないがp 今迄毎月或いは少しづ

、早めに周期的にあったものが，絶えず1週間位或い

は10日位と不定期に遅れる例で之も 6名ある．

① F19. 22：わ第目型p 頭頂部一一昭和23年 7月

1日通行中ジープにはねられ頭頂部をコンクリー

ト上に強打意識消失約2～ 3分舷牽・唱吐あり入

院頭頂部前よりに血腫あり神経症状（ー）

頭痛なし．月経は今迄きっちりあったものが毎月

5～6日遅れる．量少い．その後結婚して子供2

名あり．（過少月径）

② F28.41才p 第E塑，側頭部一一昭和24年 8月

1日オートパイと衝突左側頭部を打ち挫創を受け

意識少時消失p 頭痛・帳気あり入院経過良好．

以後屡々頭痛あり腰痛ひどし．月経は毎月遅れ量

は少く44～45才以後なし．（過少月経）

③ F30. 33才，第I型p 頭頂部一一昭和24年 8月

26日通行中，工事中の電線が二階より落下頭頂部

に当り血麗を作る．自宅にて安静せるも翌日より

頭痛・舷金・唱吐あり医治を受くも頭痛去らず来

院髄液黄色調圧140mm/H20

以後頭痛・舷牽・気短・いらいらする．月経は遅

れ少し、p 月経時腰痛ひどいp 頓服か注射をして貰

う．（過少月経・月経困難症）

④ F71. 29才p 第皿型，側頭部一一一昭和30年 2月

5日作業中左側頭部に大なる挫創を受け意識消失

5日間，他へ入院半身不随を残す．

頭痛がする気分がいらいらする手足がしびれる．

月経は遅れる時には 1ヵ月f立遅れ量は少い． （過

少月経）

⑤、 FI06.30才P 第四型，前頭部一一昭和28年前頭

部を打ち他へ入院p 右上肢不全麻簿を残し脳挫傷

後遺症として30年12月2日来院．

頭痛いらいらし特に月経時にひどい．月経は遅れ

少い．（過少月経）

⑥ F117. 24才P 第E型，後頭部一一昭和30年11月

6日オートパイにはねられ意識消失入院後頭部に

血腫あり身体各所に擦過傷あり神経症状（ー）

頭痛あり．月経は 1週間時には10日位遅れる．量

は普通3～4日間続く．
以上は稀発と迄は行かないが月経の遅れる例であり

5名は過少月経を伴い1名は唯遅れるのみである．上

記6名は前記孫発月経6名と合せその中過少月経は8

名もあり過少月経として分類すれば良い様であるが孫

発例は症例の如く全く稀発であり遅れる例ではあく迄

も遅れる事を主としてをり量よりも先づ月経が有るか

無いか有れば時期的に如何かと云う点で分類した方が

分り良いのでそうした．尚過少月経のみは組めて後述

する．扱て此の遅れる例6名を全変化者24名より見る

と25%であり病型別に見ると第I型 l名第E型3名第
E型2名で受傷部位別では側頭部2名頭頂部2名後頭

部1名前頭部1名である．又此の6名の中5名は入院

患者である．此処で稀発月経及び時期的に遅れる例を

合せ12名に就いて縄めて見ると表6の如くp 全変化者

表6 稀発月経及ぴ月経の遅れる婦人，年令別・
「 12名

病型分類別・受傷部位別表le入院－者） 8名

元女i第I型｜ 第E型 l第四｜竺！｜工
前頭部｜

1 
(1) 

J三側頭部｜｜ cb l I cb I (1) 

頭頂部｜
1 
｜ ｜ (1) 

後頭部 ｜ ゐ ｜
3 II s名(1) 

言十 I 4名｜ 6名 12名

33 17 

34 22(2名）(2) 

年令別（才）137(1)24 (I) 30(1) 

40(1) 40 

41 (1) 
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の50%に当り病型別に見ると第I型4名p 第 E型6
名p 第E型2名で受傷部位別では後ml，沼5名，側頭部

3名p前頭部2名p頭頂部2名である．又此の12名の

中入院患者は8名ある．

(III) 月経不｜｜慎

之は今迄は周期的にあったものが時期的に早く成っ

たり遅く成ったり時には1ヵ月ぬけたり時期の定らぬ

例で之は上記CDCIDに入れ難いので月経不順とした．

之が3名ある．

① F70. 20才p 第E型，後頭部一一昭和30年 9月
4日パスの戸にスカートを引掛け車より転落後頭

部を強打該部に血腫を生じ意識不明と成り他へ入

院経過良好なるも其の後肩・頂部・後頭部に亘り

ボォーとする感あり仕事が出来ぬ為来院す．

頭痛・気短・肢fをあり．月経は不順で自分で何時

あるのか分らぬ．受傷前は順調であった．

月経痛は少い量は今迄と変らぬ．

② F87. 33才第I型P 頭頂部一一昭和30年 1月6

日風呂上りに着物入れ戸ぴらに頭頂部を激しく打

つけひりひりする様な疹痛あり肢主主があったが自

宅に帰り安静す．夜中より朝方迄烈しい頭痛・悪

心・自民吐あり翌日来院入院神経症状はないが左手

指にしびれ感あり頭痛烈し．髄圧230mm/H20血

性．頭痛は加療に依りや〉軽快せるも尚消退せ

ずp P・E・Gで軽度の禰漫性脳萎縮を認、む．

尚現在でも頭痛・舷牽続きいらいらし気短で日常

生活も思う様に成されぬ．月経は不順で何時ある

のか分らぬ．月に2回ある事あり， 1～2ヵ月遅れ

る時もあり量も少かったり多かったりする．

③ FI00.37才P 第E型，側頭部一一昭和30年9月

20日約 2m高より火鉢が落下p 左側頭部左耳采に

当り挫創を受け意識不明と成るp 医治を受け自宅

安静すp 約10日後位より起上ると頭痛・舷金あ

りp 不眠と成り来院す．

以後尚頭痛p 手足の；令；＠，しびれ感あり，時々び

くびくする．月経は不服で今迄はきっちりあった

のが早く成ったり遅く成ったりするp 量も極く少

く成った．（過少月経〉

以上3名は全く不順としか云い様がない．之の全変

化者24名に対する率は15%である．病型別では第l型

1名p第E型2名で受傷部位別では頭頂・側頭・後頭

部各1名である．叉此の中1名は過少月経を伴ってを

り， 2名は入院者である．

(IV) 過少月経

上記CliCJD Clll）の中量の点で過少月経のものを組め

て見ると9名あり， 5名は月経の遅れる [I, 3名は稀

発月経， 1名は月経不順に伴っている．表に一括すれ

ば表7である．此の9名の中6名は入院者である．

表7 過少月子1，年令別・病型分類別・

受傷部位別表｛（入院者） 抱
一病到 I I I II 

受傷＼＼｜第I型｜第E型 ｜第E型｜第IV到｜ 計
部位＼｜ ｜ ｜ ｜ ｜｜ 

前頭部 ｜ ｜ ｜ ゐ｜ ｜｜ 1名
竺主｜」h_l_fil_Iゐl II~壬
頭頂部 1 I cb I I 2名
後頭部｜ I 2 I I II 2名
計 I2名I5名I2名III 9名
33（遅） 117（稀） 129（遅）(1) 

40（議〕（υ122（蓮）（1),30（逗）（1)

年令.¥JU
（才）

137（宋）（1)

40（稀）

41（遅）（1)

者経同け発稀（稀）

（遅）月経の遅れる者

（不）月経不順者

(V) 過多月経

月経は今迄遜り周期に変りないが，量が多く長く 日

数も 7日間以上もある様に成った例で2名ある．

① F114. 25才p 第E型p 頭頂部一一昭和30年5月

12日歩行中p オート三輪と衝突， 頭頂部に血腫及

大なる挫創を受けp 一時意識消失p 後，興奮状態

と成り失禁p 入院，髄液血性神経症状（ー〉，経過

良好p 約 1ヵ月で退院．

頭痛・隊全なし． 月経は正常にあるが霊が多く成

り時ねま7日間以上も続く．

② F116.38才P 第E型，側頭部 昭和27年がけ
くずれで左側頭部を打ち挫創を受け他へ入院3 右

上下肢機能障害を残しF 旦外傷性澱痛を起す様に

成りp 精査の為来院，入院p 検査施行す．

獄痢発作後は頭痛あるも平時はさして苦に成ら

ぬ．月経は毎月あるが量b＇多く成った，此の頃段
々肥満して来た．

此の他，前述のF97.37才F 第l型p 後頭部，稀発
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・過多月経があり，之も入れて3名を全変化者24名よ

り見ると12.5？；）で少い．病型別では第l・IHI型各1名

受傷部位llUでは側頭・頭頂・後頭部夫々 l名であり，

此の3名共入院者である．

(VI) 無月経（更年期）

之は受傷前より更年期にあったものは除外しであ

る．受傷前迄は月経のあった者が受傷を契機主して直

ちに更年期に入払以後全く月経を見ない例であり 6

名ある．

① F9. 43才p 第E型F 側頭部一一昭和23年 1月5

日市電より下車の際落下p 右側頭部をコンクリー

ト上にさTち意識を失う，該部に挫創あり．受傷前
より月経は少かったが受傷後より全く月経を見な

い．別に頭痛や更年期症状は来さなかった．

② F27. 48才p 第E型，側頭部一一昭和23年9月
4日ト ラγクが左側頭部・肩・左上半身に当り転

倒jP 意識暫時消失，他にて加療．尚左半身にしび

れ感あり来院．

月経は受傷前迄あった様に，思うが受傷後は全然な

い．長い間不眠・頭痛が続いた．

③ F43. 47才，第E型p 側頭部昭和26年 1月24日

遂綴中の材木がくずれ落ちて当り転倒，左側頭部

を打ち意識を失う．入院p 髄液血性ならず悪心・

頭痛・手指のしびれ感あり尿回数少い．約20日間

で退院．

疲れた時p 頭痛・舷金あり疲れると小便が止る．

月経は受傷前迄あったが受傷後は全く無い．鉢が

だるく心惨允進あり更年期障害だと云われて加療

を受けた．

c F72.42才p 第E型，前頭部 昭和31年 4月

26日コーモリ傘で前頭部を強く打たれ意識暫時消

失，肢量・日直吐あり医i台を受くも尚頭痛・舷牽・

心惨充進あり来院．

月経は受傷後全く見ない．

③ F90. 47才p 第E型，後頭部一一昭和30年 3月

23日p 自動車と衝突p 仰向けに倒れ後頭部を打ち

意識を失う．逆行性健忘あり．

頭痛・舷量・手足のしびれ感あり気短に成った．

月経は受傷後全くなく今だに鉢がだるく医、冶を受

けている．

⑤ Fll2.49才p 第E型p 側頭部一一ー昭和30年1月

30日主人に足でけられ佐に左側頭部を強打一瞬意

識を失う．血腫あり隊全・頭痛あり逆行性健忘あ

り.15日開通院．

月経は2～3ヵ月に 1度位に減っていたが受傷後は

全くない．今の所頭痛・舷1jl:は起らない．

以上6名はいづれも43才以上の有経期高年令苫であ

り頭部外傷を境として更年期に入った例でp その中後

症状～更年期症状を伴っていると忠われる者 2名あ

り．一般に此の年令者では虫垂切除とか何等かの手術

的侵重量が加った後等にも同様に月経閉止を来レひ俸充

進とか不眠とかの更年期症状を訴える例を経験する．

之と同一意義のものばかりではないであろうが，丁度

更年期に入らんとした際p 頭部外傷を契機とした様に

月経閉止を来した事には間違いない．之を全変化者に

対する率を見ると25%で凡て第E型で病型別発生率は

60%に当り比較的高率である．頭部外傷婦人全体より

見ても43才， 3名中1名＇ 47, 48, 49才では全例が無月

経と成っている．受傷部位では側頭部4名，前頭部・

後頭部各1名で此の6名の中入院者は1名ある．即ち

此の年令層では入院の有無にか》わらず鋭敏に月経に

変化を来してをり特に入念に調査した．

(VII) 切迫流産

妊婦が頭部外傷により切迫流産を来した例がある．

① F69. 25才p 第E型，側頭部一一昭和31年 6月

30日p オート三輪にはねられ意識消失数分p 左側

頭部を打ち左耳出血あり入院P 左外聴道亀裂骨折

・鼓膜破裂あり．身体各所の打撲はない． 7月2

日 （2日後）切迫流産す． （妊娠4ヵ月）

以上で月経に変化を来した婦人24名の記載を終る

が， 之を変化別に症例番号・病型 ・受傷時年令・受傷

部位・入院の有無を一覧表に示すと表8の如くであ

る．

神経症々状を訴える者

私の調査の主旨は月経に変化を来したか如何か叉そ

れは如何様な様式の変化かと云う点にあったが，その

際周時に後遺症 L主に本人の精神神経症的訴え）に就

いて問合せて見た．所が意外にも神経症々状を訴える

ものが少くなし彼女等はその為に今だに治療を受け

ているとか色々の症状に就いて事細かに訴えて来た．

2～3の若い労務婦人を除けば殆ど凡てが家庭の主婦

であり，年金神経症と云う如き賠償との関係の考え得

ないものであった．そしてその訴えは矢張り頑固な頭

痛 ・舷金 ・不眠・耳鳴・記憶力減退・全身倦怠 ・気短

・肢端のしびれJ感・食慾不振・痩せる・ほける・心棒

充進等々である．此の様な訴えをなすものが27名，

31.0%あり之を受傷時年令別・病型分類別・受傷部位
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表8 月経に変化を来した婦人，変化別表24名

｜稀発 l F7 I F48 I F89 I F93 I F97 I Fl07 

co  I月経｜吋 E 後／ 34才 I 後 122才 E前cS)l4o才 E 後／37才 I後cS)l4o才 I仮ucS)
｜月 経 の｜ Fl9 I F28 I F30 I F71 I Fl06 I Fl17 

<ID I遅れる例lzz才 E頂（丈）141才 E側（宋）I33才 I 頂Jzg才 E側（お 130才 E前（お124才 E後（丈）
｜月経｜ F70 F89 I FlOO I 

(JI) I不順 lzo才 E後（夫j3~才 I 頂（宋）い7才 E 側｜
｜過少｜

CW) I月経I(F7) (F同（F28)（附） (F71) CF悶 （FlOO)(Fl06) (Fl07) 
一一11「~－I I F114 丁 目 16 I 
( V) I I (F97) I '"' I I I月 経｜ ＼ ノ 125才 E頂（入）j38才皿側（入）8pl
｜無月経｜ F9 I F27 I F43 I F72 I F90 I F'112 

CVD I （更年期） I 43才 II 側 148才 II 側 147才 E側（ゐJ47才 II 前 j47才 II 後 I49才 II 側
｜切迫 l F69 ,---, I I：第I型 前：前頭部 CA）：入院

（羽）｜流産 lzs才 E側入）｜I I ） ノlE：第E型 側：側頭部 Ep ：外傷性蹟痢

日：郡豊 夏；喜重喜

ぷよ~I 第 I 型｜第 E型｜第 E 型｜第四 ｜ 言十 ｜｜一）

前頭部 ｜ I cb I ch I ーし三三＿II
旦部｜ ｜一」し一｜ 〔！） I II 8名 ii (5) 

頭頂部｜ ふ I cb I I II 3名 l戸一一一
部 I c~） Iιー｜ゐ｜［｜略｜｜
二］；；：ム：l：ー . 1 ＿~－：竺；J ~~－－ J孟三宅コi
計地） I 24 悦 Lぷ竺1 －－－~！－－－！一一II」乙

年令別（才）

別に見ると表9の如くで，その発生品見変は全体87名に

対する各病裂別に見ると第I型8名P 18.6 %第E型16
名55.2%第E型3名，60%で第百型は症例数が少い為

0名であり叉各受傷部位別でIi顔面部受傷者にLt1名

もなく， 後頑部14名63.5劣側頭部8名27.6%頭頂部3

名25%前頭部2名 12.5%と成ってをりp 後頭部・側頭

部受傷者に多い．此の27名中。p 入院者は17名である．

叉此の27名の中，特にひどく神経症々状を訴える左が

11 t:;, 12.6%あり列挙すれば①F11.23才，第E型，前

頭お入院？ F28.③F30. GfF42. 35才p 第E型， 後頭
部，入院5・・F43.⑤F56.33才，第E型，後頭部，入院

0iF70.③F76. 26才，第I型，後頭部⑨F86.⑬F90.⑪

FlOOで， その中7名は同時に月経変化者である．（症

例は前述）此の事は次項で再び述べる．

神経症と月経変化者
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13名
8名表10 神経症と月経変イじ老年令別・病型分類別・ 受傷部制表 ｛（入院者）

＼＼＼糊｜
~ I第 I型

受傷部位 '""-..__1 

前頭部！

計（入院者） ｜ 

第 E型

側頭部

頭頂部

後頭部

3 
(2) 

2 
(1〕X

2 
(1) 

4 
(2) 

計 7名4名

(2）名 (4）名

(1) 
(1) 

年令Jlll（才）

33 (2名〕(1)
34 
37 (1) 

29 
(I) I 30 
(1) 

）
）
 

1
1
 

（
（
 、
J名

吟

L’’z
、

ヴ

t
n
u
刈
ヨ
マ
’

1
A
司，，

1
2
2
3
4
4
 

：＠.て此の神経症々状を訴える者27名の中p 同時に月

経に変化を来した例が13例あり之を全体87名に対する

発生率を見ると 1-1.90，；に当り叉神経症患者27名の48.1

%全月経変化者24名の5-l.l0oに当り此の中8名は入院

者である．之を表に一括すれば表10である．即ち第I
型 4名，第E型7名p 第E型2名で受傷部位では後頭
部6名，側頭部4名，頭頂部2名，前頭部1名で矢張

り側頭部・後頭部受傷者に多い様である．之等13名と

はF7.28. 30. 43. 48. 70. 71. 87. 90. 97. 100. 106.117であ

り細分類の項にて夫々記載した．

外傷性癒痢

• ＂＇外傷性綴網は1名あり過多月経の項に記載した

Fll6.38才p 第E型，側頭部p 入院，家庭の主婦で之
は吃~i;s後3～l ヵ月頃より発症したもので大発作・小発

作を1～2ヵ月に 1度位来している．之を全体87名に対

する率より見ると1.15°6である．

一般外傷婦人の月経変化者

扱て頭部外傷以外の一般外傷，特に四肢に外傷（主

に骨折・挫傷）を受けた婦人に月経変化者はないかを

対照として調査した満16才より30才迄64名3 満31才

より40才迄28名p 満41才より50才迄8名計 100名であ

るが，此の中受傷当時を除いて媛統的に月約変化を来

した例は今の所l名もない．

総 括

1) 大阪赤十字病院に於ける昭和22年 1月より昭和

(1) 

(1) 

II －－；イム民主~
11 I名｜
11 4名｜｜
[ 2名 l
6名 (3）名

(8）名

31年 6月迄過去10ヵ年間の中，有経期婦人（満16才よ

り50才迄〕の頭部外傷120名（全頭部外傷数の約11%)

の調査を行った．

2) 年令的発生頻度は例数ぶ少い為，不定の波を示

している．

3) 重症型（第lll・N型）は約8%である．

4) 受傷部位では，いづれの病型に於ても側頭部・

後頭部の受!J:.i例が多い様である．

5) 入院者は41名約1/3で年令別では全体の発生頻

度と大体同じ様な波を示し又重症型は凡てが入院，第

E型は約半数が入院している．
6〕 判明せる 87名の中， 日好に変化を来した婦人

は24名＇ 27.5 %で全年令層に散発し年令別外傷発生頻

度と無関係である．然し40才前後，以後の頭部外傷は

鋭敏に月経に変化を来している．

7) 月経変化者は第班型では80%，第E型では51.7
06，第I型では11.6%に発生している．
8) 側頭部受傷者は31.5%，頭頂部受傷者は33.3%4

後頭：＇／；受傷者は31.1°，；，前頭部受傷者は 18.7°；に月経

変化者があり，顔面白｛；受傷者には1名も見ない．

9) 月経に変化を来した婦人24名の中， 入院者は1-l

名であり，此の＇JiI主月経変化者：）＞入院を要する如き重

症川こ｜浪らないと解釈される．

10) 月経の変化としては稀発月経6名，月経の遅れ

る者6名，月経不順3f／，，無月花6名，過多月経 2

名，切迫流産1名でその中p 稀発月経，月経の遅れる

者，月経不服の中9名は過少月経である．更年期に近

い婦人は頭部外（＼，＼に依り更年期無月経に入り易い．



、1536 日本外科宝函第27巻第6号

11) 神経症々状を訴える者はひどい人 （11名）から 13）外傷性瀕網は 1名1.15%ある．

軽い人迄全部で27名あり12.6%～31.0%である． 14) 対照として一般外傷婦人 （特に四肢外傷）100 

12) 神経症々状を訴え，且月経に変化を来した婦人 名に就き持続的月経変化者の有無を調査したが 1名も

は13名14.9%ある． 変化を見ていない．

小児頭部外傷の精神的肉体的成長に及ぼす影響に就いて

瀧 幸 久

大阪赤十字病院外科 （医長：硲文雄博士）
京都大学医学部外科第1講座 （指導：荒木千里教授）

〔原稿受付昭和33年8月11日〕

ON THE INFLUENCES OF HEAD INJURIES ON THE MENTAL 
AND PHYSICAL DEVELOPMENT OF CHILDREN 

by 

Y UKIHISA TAKI 

From the Surgical Clinic, Osaka Red Cross Hospital 
(Director : Dr. Fu.MIO HAzAMA) 

The 1st Surgical Division, Kyoto Uuiversity Medical School 
〔Director: Prof. Dr. CHI3ATO ARAK『）

A total of 305 cases of juvenile head injuries, with age ranging below full 16 
years, corresponding to 26.8% of all such patients, under treatment at the Osaka 
Red Cross Hospital during the period of 10 years, between January, 1947 and 
June, 1956, were examined. 
Of them, 22 cases, corresponding to 7.2% of the total cases examined, ranging 
in ages between 2 and 3 years and immediately before and after their school age, 
were found to be of inferior intellectual level. The percentage, also, was observed 
to gradually rise from the age of 13 years. Classified into sexes, the number of 
boys with inferior intellectual development was found to be larger than that of 
girls, the ratio stading at 19 cases for the former and 3 for the latter. Again, 
they could be classified into 2 cases of Type 1,9 cases of Type JI, 10 cases of 
Type JJI and 1 case of Type N, while 9 patients had injuries on the temporal 
part, 5 on the occipital part, 4 on the metopic part, 2 on the frontal part, 1 on 
the parietal part, 1 on the metopo-temporal part of their heads, the percentage 
for the injuries on the temporal and the occipital part being relatively higher. 
Cases of extraordinary physical growth were also observed, 11 being unsatis-
factory and 2 being over stimulated, making a total of 13, which corresponded to 
4.3% of the cases examined, while most of these cases apparently occurred immed-


